
 

 

 

大学院 GP 紀要『日本古代学』投稿規定 

１．投稿資格 

      次の 1)～4)のいずれかに該当する者とする。 

1）大学院 GP（「複眼的日本古代学研究の人材育成プログラム」）に登録中の者

及び過去に登録していた者 

2）プログラム実施担当教員・研究推進員（過年度を含む） 

3）連携・協力大学・機関の研究者 

4）編集委員会が原稿を依頼した者 

 

２．受付日は、編集委員会が原稿を受け取った日とする。 

 

３．提出された原稿は、編集委員会が査読を行う。 

 

４．執筆者には、掲載誌５部と抜刷３０部を上限に贈呈する。 

 

５．印刷物の著作権は明治大学に帰属する。転載にあたっては、日本古代学教育研究

センターの承諾を得ることとする。 

 

 

 

大学院 GP（「複眼的日本古代学研究の人材育成プログラム」）紀要 

『日本古代学』第 8号 掲載原稿の募集について 

 

『日本古代学』編集委員会 
 

『日本古代学』第 8号（2016 年 3月発行）に掲載する原稿を募集します。 

 

執筆希望者は，エントリーシートを 2015 年 7 月 31 日（金）16:30 までに，日本古

代学教育・研究センター事務局（猿楽町第二校舎３階）荒井まで提出してください。 

 

執筆にあたっては投稿規定・執筆要項を参照し、締め切り日時までに原稿を日本古代

学教育・研究センター事務局（猿楽町第二校舎３階）荒井まで提出してください。 

 

★原稿締め切り 2015 年 11 月 30 日（月）16:30 （締切日時厳守） 

 



 

 

大学院 GP 紀要『日本古代学』執筆要項 

 

１．原稿の種類・枚数 

     原稿の種類は、1）論文，2）研究ノート，3）講義記録，4）資・史料紹介， 

5）その他（必要に応じて設定）とする。 

枚数は、上がり 25 頁程度（図版込み，文章のみで 400 字詰め原稿用紙換算 87～

88 枚）までとする。 

 

２．判組 

B5 版 モノクロ印刷 横書きまたは縦書き 版面 13.2cm×20.5cm（キャプショ

ン含む） 

【横書き】42 字×33行の１段組（1386 字） 

【縦書き】32 字×22行の 2段組（1408 字） 

 

３．体裁について 

1）原稿は、原則としてワープロソフト（Word，一太郎など）で作成したデータ

を記録媒体で提出すること。 

2）表は、Excel で作成したデータを記録媒体で提出すること。 

3）挿図はトレース済みの完全版下とし、縮尺・写植・見出し等の指示を入れる

こと（写真も同様）。このほか、JPEG などのデジタルデータを記録媒体で提出す

ることも可とする。なお、Illustrator（.ai）ファイル（アウトライン化済み）、

Photoshop（.psd）ファイルで提出する場合には、PDF ファイルも添付すること。

図版・写真をスキャンする場合は，1200dpi 以上の解像度でスキャンすること。 

4）すべてのデータの打ち出し原稿と、レイアウト見本もあわせて提出すること。 

5）本文とは異なる言語による要旨を必要とする場合は、文末に付すこと。 

 

４．注・参考文献について 

1）注や文献リストの記載方法は、自由とする。  

 

５．その他 

1）図版・写真等の利用にあたっては、原稿提出前に執筆者自身が必要な措置を

講じておくこと。 

問合せ先：明治大学 日本古代学教育・研究センター 03-3296-4492 

      教務事務部大学院事務室    03-3296-4143 

 

 


